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もりおか

寸評
もりおかすんぴょう

地球環境に配慮し、
ベジタブルインキを
使用しています。

もっと知りたい！盛岡

発行：盛岡市
〠020-8530盛岡市内丸12-２

☎019-651-4111
ファクス：019-622-6211
info@city.morioka.iwate.jp
編集：市長公室広聴広報課
☎019-613-8369

発行部数：14万2430部
１部当たり約13円で制作し、
市内全世帯へ配布しています。
経費の一部は広告料
で賄っています。記
事の無断転載を禁じ
ます。Ⓒ盛岡市2016

もりけんに挑戦
（11ページに掲載）の答え

②五ノ字の町割
　

広告に関する問い合わせ
ナチュラルコム㈱

☎019-652-9190へどうぞ

市政ラジオ番組
「もりおか暮らし物語」
ラヂオもりおか（FM76.9MHz）
で毎月第２・４金曜の７時40分
～７時50分、放送中。

盛岡市公式ホームページ
http://www.city.morioka.iwate.jp/

盛岡市公式ツイッター
https://twitter.com/moriokashi

盛岡市公式フェイスブック
https://www.facebook.com/
　　　　　　　　　　moriokashi

▼

パソコンやスマホからどうぞ

毎回異なったテーマ・出演
者で、旬な話題をお届け♪

ツイッターとフェイスブッ
クでは盛岡の“今”を発信
します。イベントや観光情
報のほか、災害情報や緊急
情報など、生活に密接
な情報を伝えます。

広報もりおかに掲載した記
事の詳しい内容のほか、さ
まざまな市政情報を掲載！

編集後記
取材を通じてチャグチャグ馬コ
を久しぶりに見ました。見る人
の笑顔や20代の若い世代が行
事の保存・継承に携わっている
姿を見ると、この行事が一層趣
深いものに感じました。（髙）

広　告

盛 岡には６～７回、主に仕事で来ています。古
い街並みが残っていますし、街なかに川が流

れているのも、象徴的で良いですね。三大麺も全て
食べましたが、オリジナリティーがあるのはじゃじ
ゃ麺でしょうか。
　仕事柄、全国のほとんどの県にお邪魔しています。
地方都市に行くことが多いのですが、話を聞くと、
「ものづくり」への自信を失っていることを強く感
じます。東京で売れることも必要なのですが、地元
にいる人が身の周りに当たり前にあるものの価値を
認めるということが大切。「日本の工芸を元気にす
る！」を目指して開催している「大日本市博覧会」
では、博覧会に来た地元の方々が、普段何気なく目
にしている南部鉄器を興味深く眺めて、買っていき
ます。僕たちのような「よそ者」が来て、地元には
こんなに素晴らしいものがあるんだよと伝えること
で、気付きにつながったのではないでしょうか。こ
ういう機会から「ものづくり」に携わる方々が自信
を取り戻してほしいと思っています。

５月３～５日に県公会堂（内丸）を主会場に、工芸
品の販売やトークショーなどを通じて地元のものづ
くりの魅力を伝える「大日本市岩手博覧会」開催の
ため来盛。麻織物や工芸品の製造・販売の老舗「中
川政七商店」（奈良市）13代社長。経営コンサルタ
ントとしても活躍。昭和49年、奈良県生まれ。
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地元のものづくりにエールを

直筆サイン色紙を
抽選で３人へプレゼント

▼応募資格：盛岡市に住んでいる人。

▼応募方法：はがきに住所と名前、年齢、性別、電話番号、
広報もりおかの感想を記入し、〠020-8530（住所不要）市
役所広聴広報課「中川淳さんサイン色紙プレゼント係」へ郵
送してください。７月20日㈬消印有効。応募は１人１通ま
で。当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代えます。

　麻織物を商う中川政七商店は、ちょうど300年前
の1716年に創業。勤めていた企業を辞めて、中川
政七商店に入社したいと、当時社長だった父に言っ
たところ「歴史はあるが、未来が明るい商売という
わけではないからやめろ」と、即反対されました。
その時は引っ込みがつかず、頭を下げて入れてもら
いました。仕事をしていくうちに「日本の工芸を元
気にする」という、会社として向かうべき方向が見
えてきて、それからはやりやすく楽しくなりました。
今回の博覧会も、たくさんの人に来てもらえて感動
しています。ただ、最終的には地元の方々の力で何
とかしていかなければなりません。これをきっかけ
に、工芸に関わる人たちに勇気を持ってもらい、背
中を押すことができていたらうれしいです。


